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認定第５号
 

                                                                                     

   

令和２年度 松前町水道事業会計決算説明書   

                                                     

 令和２年度松前町水道事業会計決算について、その概要をご説明致します。 

まず、最初に１１ページ「水道事業報告書」をお開き願います。 

ここでは、決算の概況、総括事項を記載しておりますが、前段に「収益的収支勘定」を、後段１２ページに「資本的収支勘定」と

「当年度未処分利益剰余金」等の状況をそれぞれ掲げております。 

年度末給水人口は６，６０８人で前年度より２６４人減少しており、給水栓数(ﾒｰﾀｰ総数）が４，２６１個から４，２０１個と６０

個減少し、有収水量も１７，１３７㎥の減少となっております。 この詳細は１７ページから１８ページの「３ 業務」に掲げており

ます。 

  収益的収入及び支出の状況では、収入決算額１億７，３４９万６，３５１円で、予算額に比較して１１４万９，３５１円の増収

となりました。また、給水収益における対前年度比は１７７万１４５円、１．３％の減少となり給水人口の減少とともに水道料金

の減少が常態化しつつあります。  

未収金は、水道料・休栓料合わせて５３４件、１１１万４，０６０円となっておりますが、これは、現年度分の納期が年度末に

係る関係から多くの未収金を発生しており、このうち令和２年度分の未収額は４２３件、９８万４，６５５円となっております。

また、営業外収益で消費税還付金９３万６，３００円が未収金となっております。 

支出では決算額１億５，５９７万４，５７７円で執行率９１．６％、１，４３９万６，４２３円の不用額を生じております。                                     
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未払金は２６１万４，０８１円となっております。                                                                                                       

この結果、当年度純利益は１，６７９万８，６３０円となっております。収益及び費用についての詳細は１９ページから２０ペー

ジの「(２)事業収入、(３)事業費に関する事項」に掲げております。 

資本的収入及び支出の状況については、収入が建設改良工事にかかる企業債、消火栓更新工事に伴う渡島西部広域事務組合から

の負担金、簡易水道の建設改良工事に要する一般会計からの補助金及び江良地内大澗橋橋梁添架管改良工事に係る工事負担金で

す。支出は事務費、建設改良費、企業債元金の償還、備品購入費及び車両購入費です。 

１ページにお戻り願います。１ページから４ページは「水道事業決算報告書」です。  

（１）収益的収入及び支出のうち、収入の決算額は１億８，８３０万３，８８５円 (消費税込み )で予算額に比べて          

１９６万８８５円の増収となりました。 

収入決算額の内訳は２５ページの収益明細書（消費税抜き）に掲げております。 

一方、支出の決算額は１億５，９７５万８，００４円（消費税込み）で１，５９２万１，９９６円の不用額を生じております。 

支出決算額の内訳については、２６ページから２８ページの費用明細書（消費税抜き）に掲げております。 

次に３ページから４ページは（２）資本的収入及び支出で、収入の決算額は１億２８９万６，４６８円で、内訳は企業債８千２

４０万円、他会計負担金５８１万８，０００円、他会計補助金１，０４０万円及び工事負担金４２７万８，４６８円となっており

ます。 

支出の決算額は１億９，０２８万１，７８７円で、内訳は建設改良費１億７，００６万４，２８３円、企業債償還金１，９０４

万５，７８４円、備品購入費１０万３，０７０円及び車両購入費１０６万８，６５０です。 

なお、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額８，７３８万５，３１９円については、減債積立金１００万円、過年度分
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損益勘定留保資金５，１２９万７，９７０円、当年度分損益勘定留保資金２，４８５万６，７７４円、当年度分消費税及び地方消

費税資本的収支調整額１，０２３万５７５円で補てんしております。  

資本的支出にかかる内容については、１５ページに「２工事 (１)建設改良工事の概況」、２１ページに「４会計 (１)重要契約の

要旨」、２２ページ及び３１、３２ページに「企業債の概況と明細書」をそれぞれ掲げております。 

次に５ページは財務諸表のうち「損益計算書」です。 

「１営業収益」から「６特別損失」まで収支合計すると、当年度純利益は１，６７９万８，６３０円となり、前年度繰越利益剰余

金３億２，１３５万３，８０７円とその他未処分利益剰余金変動額１００万円を加えた当年度未処分利益剰余金は３億３，９１５

万２，４３７円となりました。 

損益計算書にかかる内容については、１４ページに「(２)議会議決事項」「(４)職員に関する事項」、１６ページに「(２)維持

管理の概況」「(３)水質試験実績」、１７、１８ページに「３業務 (１)業務量」、１９、２０ページに「(２)事業収入に関する事

項と(３)事業費に関する事項」、２２ページに「５附帯事項 (１)受託工事の概況」、２３ページに「(２)たな卸資産の概況」、２

５ページから２８ページに「収益費用明細書」をそれぞれ掲げております。  

次に６ページ「剰余金計算書」では、資本金、資本剰余金、利益剰余金の受入れと処分額について表のとおりとなっております

が、このうち令和２年度未処分利益剰余金３億３，９１５万２，４３７円については、７ページ「剰余金処分計算書」において利

益剰余金処分額として減債積立金に１００万円を積立てし、翌年度繰越利益剰余金は３億３，８１５万２，４３７円となります。 

次に、８ページから１０ページは「貸借対照表」で「１固定資産」と「２流動資産」を合わせた資産合計は１９億６，２９１万５，

７７７円となり、負債については「３固定負債」から「５繰延収益」までで９億４１７万９，３９９円、資本は「６資本金」と「７

剰余金」を合わせて１０億５，８７３万６，３７８円となります。                   
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また、流動資産４億１，９９６万４，５２２円に対して、企業債を除く流動負債は３７５万５，７２３円で、不良債務は発生し

ておりません。 

貸借対照表の内容については２０ページに「流動資産」の未収金、「流動負債」の未払金、２３ページに「流動資産」の貯蔵品、

２２ページと３１、３２ページに「負債」の企業債、２４ページに「キャッシュ・フロー計算書」、２９、３０ページに「固定資

産明細書」等それぞれ詳細を掲げております。 

 

以上が令和２年度松前町水道事業会計決算の概要であります。  

 


